
 

 

 

 



Ⅰ 忠類地域住民会議の審議経過（第９期） 

年月日 会 議 議事 

令和４年４月25日 第１回忠類地域住民会議 忠類地域住民会議の趣旨及び設置条例の説明 

委員長の互選について 

副委員長の互選並びに委員長の職務を代理する

副委員長の順位の指定について 

令和４年度忠類総合支所の事業等について 

令和４年８月22日 第２回忠類地域住民会議 ナウマン公園キャンプ場の有料化について 

令和４年11月４日 第３回忠類地域住民会議 忠類地域読本について（報告） 

忠類地域振興にかかる提言進捗状況について

（報告） 

キャンプ場の有料化に伴う課題について 

令和５年２月21日 第４回忠類地域住民会議 忠類地域読本の作成について（報告） 

忠類診療所の医師の退任について（報告） 

部活動の地域移行について 

今後の議論のテーマについて 

令和５年７月13日 第５回忠類地域住民会議 令和５年度忠類総合支所の事業等について 

グランドデザインについて 

令和５年８月23日 第６回忠類地域住民会議 グランドデザインについて 

令和５年９月27日 第７回忠類地域住民会議 グランドデザインについて 

令和５年10月25日 第８回忠類地域住民会議 忠類診療所の指定管理について（報告） 

グランドデザインについて 

幕別中学校を活用した義務教育学校の設置にか 

かる方針について 

令和５年12月20日 第９回忠類地域住民会議 幕別町地域公共交通計画の策定に関するアンケ 

ート結果について（報告） 

グランドデザインについて 

令和６年１月24日 第10回忠類地域住民会議 忠類地域振興にかかる提言進捗状況について 

（報告） 

第９期忠類住民会議の審議経過報告（案）につ 

いて 

 
 
 
 



■忠類地域読本「TAKE PRIDE～ふるさと忠類の現在・過去・未来～」の発刊 

平成 18 年２月に合併して間もなく 18 年が経過し、忠類地域住民会議は第９期目を

終えようとしています。 

第９期忠類地域住民会議では、第８期の令和３年度から第９期の令和４年度にかけ

て「忠類地域読本」を編纂しました。編纂のきっかけは、地域の歴史や伝統について

の理解を深める「地域学」は、郷土愛の醸成にも影響を与えるものであり、これを学

ぶことにより、就学等で一旦地域から離れた場合においても、将来、Ｕターンで戻り

定住に結び付くことや、地域外においても郷土の魅力発信の一翼を担うことも期待で

きることから第６期及び第７期忠類地域住民会議において「地域学の取組に対する理

解と支援」を提言したことでした。 

その後、令和３年６月に住民会議委員６人で構成する「忠類地域読本編集委員会」

を組織し、同年７月から令和４年８月まで 10 回（第８期に第１～６回、第９期に第

７～10 回）の編集委員会を開催し、住民会議本体と連携を図りながら地域住民が改め

て郷土愛を認識し、地域づくりに関わることができるような忠類地域読本「TAKE PRIDE

～ふるさと忠類の現在・過去・未来～」を令和５年６月に発刊しました。読本の成果

品は冊子のほか、電子データでも作成しており、地域おこし協力隊が忠類地域の情報

発信等において、また小中学校では道徳や総合学習の授業における参考資料として活

用されており、忠類地域の振興及び歴史や伝統の理解促進に成果を上げています。 

 

■忠類地域の「グランドデザイン」に関する継続議論 

忠類地域の魅力をまとめた地域読本を編纂したことにより、忠類地域の歴史や現状

等を再認識する機会となりましたが、これを機にこの現状を踏まえて今後忠類地域が

どのような「まちづくり」を目指していくべきかを、グランドデザインとしてまとめ

あげる必要があると考え、後半の令和５年度には「忠類地域のグランドデザイン」に

ついて議論を重ねて来ました。 

忠類地域の人口は、合併時の 1,800 人台から現在 1,300 人台と減少しており、この

間、高齢者や単身世帯が非常に多くなってきた現状があることから、公共施設や公共



サービス等を集約し、今まで以上に機能が充実したコンパクトな地域づくりを考えて

いかなければなりません。 

また、観光の面においては、多くの人々に来てもらうために、人を集めるという数

量的なことではなく、興味関心を持っている人々に、より感動や安らぎを与えるよう

な、質的な取組を進めていく必要があります。私たち住民の暮らしぶりが、「忠類は

良い所だ」という地域イメージに繋がっていくような地域づくりが必要です。 

第９期における住民会議委員からは、忠類地域の今後の目指すべき将来像として、

次のとおり教育、施設、観光、交通の各分野に関する意見が出されたところでありま

す。 

【教育】 

 ・小中一貫教育や義務教育学校の設置による学校の統合 

 ・地域教育の充実 

 ・子どもたちのコミュニティを広げる場としての福寿の活用 

【施設】 

 ・学校の統合等による空き施設の利活用 

 ・老朽化施設の統合と施設の機能強化 

 ・町外通勤者の移住を狙った高規格道路付近への団地造成 

【観光】 

 ・アウトドア用品を取り扱う企業の誘致やキッチンカーイベントの実施による誘客

や賑わいの創出 

 ・収穫、搾乳の体験型事業実施 

 ・遊歩道の観光資源としての活用 

【交通】 

 ・幕別町地域公共交通計画策定に関するアンケート調査結果に伴う、忠類地域住民 

の買い物や通院等の実態及び今後必要とされる施策 

これらのグランドデザインに関する意見は、第 10 期忠類地域住民会議においても

継続議論と精査を行い、コンパクトな地域づくりを基本として次期提言にまとめ上げ

ていくこととしました。 
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  副委員長 赤石 裕元    

       五十嵐 克幸 
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